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　　　　　　　　　　　　　　　図表１　米国国内経済への影響

     湾岸危機

                    

懸念される米国同時多発テロ事件の影響

・米国の金融市場では９月11日の事件直後、株式から短期を中心とする債券へのシフトがみられ
  た。株式は17日に取引が再開され急落したものの、下落幅は予想された範囲内にとどまった。
  消費者信頼感指数は事件前の時点で既に低迷しており、今後消費マインドの一層の低下が懸念
  される。
・日本の金融市場では、日銀による追加的資金供給などを背景に、短期金利は既に概ね事件前水
  準にあるが、株価は再びバブル後の最安値を更新し、為替相場は円高方向へ振れた。

②ミシガン大学消費者信頼感指数
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図表２ 日本の短期金融市場の動き
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（備考）日本銀行調

日銀当座預金残高

コールレート（無担保・翌日:右目盛）

図表３　日本の株価と為替の動き
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（備考）日本銀行調、日経新聞

(備考) University of Michigan "Consumer Sentiment Index"
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9/13発表(11日同時多発テロ事
件の影響は含まれていない。
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